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教 師 に い か な る
“

質
”

を 聾 請 し て い る か

今鐸！ 孝 次郎 （名古屋大学 1

1．
”
転 換期

”

　 一囗 に転 換期 とい っ て も．さま ざ まな レ ペ ル で
．
捉え る こ と が可

能で あ る。教師教育に 焦点 を合わせなが ら．次の 三つ の レ ベ ル に

区分 して み た い 。

（a ｝教 眞1養成

（b ｝教 育の 全体的シス テム

（c ｝社会構造

　 以上三 つ は ．転換期を分析 する 視点 と して の ミク ロ か らマ クロ

レベ ル へ とい う配列であ り、教師教 育に とっ ては．直接的 ・制度

的 ・具 体的 レ ペ ル か ら間接的 ・実態 的 ・
理 念的 ・．抽 象的 な レベ ル

へ とい う区分 で もあ る．

　 本発表で は ．と、くに ｛b ）の レ ペ ルに 焦 点 を合わ せ なが ら．教

師教 育の 世界的動向に も注 目 しつ つ 、教師教育の 転懊 期をで きる

だけ原理的に 明 らかに した い ．そ して その 靦点 から （a ）レ ペ ル

に お け る 日本の 敦員養成制度改定の 特臓 に つ い て も 指 摘 した い ．

2 ．
幗
質
’

　 教師 の 質の 向上は ．教 育が
”
質
齢

の 時 代を迎え た と い わ れ る19 ．

70年 代 後半以降 、学校教 育上の 重 要な課題 と して 世界各国で 共通

して認識 されてい る。ただ．教師の 質をめ ぐ っ ては、二つ の 提 え

方に大別で きる だろ う （今津、1988）。

（ア ）教師 の 質を敦師 個人が身につ け て い る 知識．技術、態度に

求め るもの である。

（．イ）教師
一
生徒関 係を中心 と する教師の 役割行動 を改善 し．学

習効果 を高め るため に 、授業 （teaching ）を核と した 学佼教育

‘ schooling ｝そ の もの の 質 を向上 さ
．
せ て い くこ と が 教 師 の 質 に

と っ て も っ と も大切であ るとい う捉 え方で あ る．WillsonC1998）に

従 うと、授業の 質とは 、掌習者と しその 子ど もたち1こ と っ て最大

限適切な授楽計画をたて ．授業 を行い 、授業の 評 価をす る とい う

三 っ の プ ロ セ ス に よ っ て 構成さ れ る。した が っ て．こ の プ ロ セ ス

を遂 行す るたthに必要
．
な基 礎的 短識．技術．態度 が求め られ る．

と い っ て もよい ．

　もちろ ん ．こ tL　e）二 つ の 捉え 方は 、そ れ ぞれの 祉会の 敦師 陳の

あ り方 と関わ っ ては い るが、端的に い えば．｛ア ｝は 孜師の 質に

関す る 伝統的な意見で あ り．（イ ｝は 革新的な意見だ と い k る．

そ して ．世界の 動向は基 木的 に （ア ） か ら Cイ ｝へ と移行 しつ つ

ある ｛今津．1989）．な ぜ な らば ．（c ｝で示 され た よ うな 辻会

変動 に 対応す る （b ）k「の 「生涯教育 亅原理 の もとで は、教師の

質の 捉え方と して は （イ ｝の 方が より適
．
合的だか らで あ る。つ ま

り．変動祉会に お い ては 、掌書克は 常に 新 しい 知識 ・技術の 学習 を

期待され る と と もに ．学校は 予期せぬ ようなさ ま ざ まの 圃題 を次

a と抱 え込む．そ れ らに 対応 して い くに は 、少な く と も、以 下 の

3点が重要に な っ て くるか らで ある、

　  
”
完成

”
され た教師 とい う考え 方で は 時 代の 変 化に適 応 しに

く い 。

　   教師は もはや権威的 全能 音で はない ．教師は
…

定の 加 識 を
一

方的に 教 え込む 立場か ち．む しろ 生徒の 学 習を動機づけ ．促進 さ

せ．援助す る立 場 へ と その 役 割 を変 更す る。

　   学投教育の 質を高 め る源 泉は ．教師 が勤 務 す る学 校 の 現 実 に

即 しなが ら （school 　 based）授業 を中心 とす る教育課題 を共同 し

て実践的 に 研究す るこ との なか に あ る．

　 とこ ろが．日本では 俵然 と して （ア ）の 意 見が恨強 い ．もちろ

ん 、一方では 、敦師の サ
ー

クル や 散職員粗合などの なか で は ．以

．前か ら ｛イ ）の 意見も主張されて きた 。そ して現 在で は、｛ア ｝

　｛イ）両方の 意見が、教師 ・教職員組合 ・保護者 ・教育委 員会 ・

・
文部 省

・
マ スコ ミ

・
あ る い は 大学 研究者な どの 聞で分極 化 した り．

混 在 した り して い る状況 で あ る。

　3 ．教 師 教 育パ ラ ダ イム

　 （1 ｝教師 教育過程 と教 師 教 育パ ラ ダイム

　 とこ ろ で、・教 師 教育過程を図 示 す る と図 1の よ うにな る 〔今津．

1990｝．こ の うち、fLltち に と っ て も っ と も身 近 で関 心 の 深 い 問

題は ．教 員養 成 カ リキ ュ ラム や 取得単 位構成に 関 わ る 「教 師孜育

ア ロ グ ラム コ で ある。しか し．よ り垂 要 な 問 題 は ．
．
そ う した 具体

的 な 「教師 教育ア ロ グ ラム 亅 を生み 出す 「教師 教育パ ラ ダ イ ム 亅

の 方で ある．

　 「敬師教育 パ ラ ダ イム 」 とは ご常 校教育や 授粟．孜師 そ して敦

師教育の性格や諸目的 に関す る信条や 仮説の マ トリ ッ クス で あ っ

一238一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　　 て、教師 救育の 実践に 椪 々 の 明確な形を ワえ るもの で ある CPopk−

　　 ewi　tz．Tabachnic，k ＆ Zeichner，1979）。この パ ラダイ ム は1’ヒ較的

　　 長 期間 に わた っ

「
て 形 成 され る もの で 、教師教育に携わ る 者の 間で

　　 暗黙の うちに 分か ちもたれ て お り、、意識化 され る こ とは 少 な い が 、

　　教 師教 育の 内容 や方 法 に
一

定の 具 体 的な方向性を与 え る もの であ

　　 る。こ う した 「教師教育パ ラ ダイム 」 に 注 目 す る と．教師の 貿に

　　関する二 つ の 槐 え方は 「教師教育パ ラダ イ ム J を禍戊 す る重 要な

　　 基本要素である。

　　．（2 ）教師 教 育制康改建に み る教師 教育パ ラダ イム

　　　敦免法や 初任者研 修 を中 心 と した教師教 育制度改定の 狙い は教

　　師の 「責質の 向上 1 で あ っ た。しか し、そ う した 改 定 に 見 られる

　　特徴は、教師の 質 を高め る 目的で その プ ロ グ
．
ラム を刷新 したよ う

　　 に 見 える けれ ど も、教師の 質その もの の 捉え 方は 従来 と同 じく

　　 （ア 》の 考 え方が継承されてお り、t教師教育政策の 背後にあ るパ

　　 ラダイ ム 自体は 阿ら変化 してはい ない と判断 され る。
’
　　（31 教師教育の 新 しい パ ラダイム

．
　　　　　　　

．’

　　　 では、教師の 質 （イ ｝ を核 に した新 しい パ ラ ダ イム とは どの よ

　　 う
’
な もの なの か。現在．カナ ダ．ア メ リカ．イ ギ リス ．オース ト

　　ラリア な ど で 似通 っ た．パ ラダ イ．ム に よ るプ ロ グ ラム が 実 践 的 に 研

　　究 され て い るの で、それ を紹 允して お きた い 。それ は
：

「探 求的．

　　 方法 【nquiry −Oriented 　 Approach．　 Enquiry−Based　 Hethod 」 と呼・

　　 ばれ」 ア ク シ ョ ン リサ
ー

チ の 思想をよ．り肚判的 な もの に押 し進め

　　 た もの で ある ゼ 代表的な論者ど して は ．大学の 教員養成段階で研

　　 究 して い る ウ ィ ス コ ン シ ン 大学の teichner（1983）．現職教．育段階
』

　 　 で 研 究 して い る ケ ン ブ リ ヅ ジ 現 職教 育 研 究 セ ン タ
ー

の Nlas （1989）

　　 な どが い る．．

．　 i
．

．

．   鰍 f寧1 度 ．

．

・ i ．
　　　　　 i　　

’．
教 師 教 育 絶 織

．
　　　　 i

　　
．T 』．

i　 牲 の ＝
＿ズ 　 獅 の 二 ＿X

　　　 　　　　 　　　　 図 1 教師ttff過程

　 「傑求的方法．1 とは ．敦童．i貢成や現職教 育を これ まで の よ うな

見習い 訓練 として 考えるの で は なく．教 育革新を探求 し．藁 新を

実際 に 担い う る虫体と して 自ら成長 を遂げ てい くこ との で きるよ

うな教師 教育の 捉え方で あ る．。そ れは 、伝読的．・固定的に把握 さ

ttた教師 殴に 合 わ せるため の 職 業 詔練 では なく．教育：昂噺 を
．
検討

し、実現す るこ とのでき る新 しい 孜師 に 常 に 自己変 華 で き 為能力

と態 度の 教育 を示 して い る．そ れ は い わ ば 教師の 「．自O教育 亅 だ

ともい える。

4 ．「教師教 育」 研究に お け る大 学 と字校 との 関 係

　 f 教師 の 発達 」 や 「学絞 の 現実に 即 した schDol 　 bascd」　「探

求 的 方 法 」 などに 関 して
．．大学は こ

．
れ ま で い かな る取 り組み をし

て きた か ．
．
今後い か な る取 り組み

…

をしよ うと して い るか 。教師 教
．

育パ
幽
ラダ イ ム あ革 新に 寄与 しうる大学の役割が 大き い だ け に．教

．

師教 育の 転換 期 にお い て冏 h れ て い るの は ．教師教育政 策 ・制度

あ側以上に 大学や研 究者の 側 で あ ろ うb

　教 師 の 質 〔イ ｝を核とす る教師教育パ ラ ダイムを 現実化 して い

くため t・lli．牲 の ＝
一ズ や tt師の ＝

一ズに耳 を傾けなが ら・ζ

の よ うなnSU教育加 グ ラ
：壁

具CtltlFJtlfi’l　tliして蝉 か・　hEこ it

か ら．の課題て
’
ある．　　　　　　

．．　　　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝
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今 沼 孝次 郎 119901「敦師教 育 に 鬨 す る凶 際 比較 の ため の 理 論 砕組
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．
．一序論的考察一

」 的藁太 平洋圏に お ける文化的 ・社会的橘這

　　に関する研究』 名古屋大学環 太平洋 岡題 研究会。
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